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＜連絡事項＞

・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞

・石橋　ヒデ子様～今日昼から血糖測定3検となる。

・下村　慶子様～排便-4日目。安ヶ平Drよりセンナリド2T 1×vdsで一回分処方となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察行っている。開放中の指示的口調や声高さあり、介入要している。身体不調訴えメコバラミン拒薬あり、継続指示にて除剤している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・畑中　成夫様～終日隔離中。スタッフ見守りにて自室の環境整備を行っている。対面時にスタッフに対して話し掛けあるが、妄想発言や粗暴性は無い。引き続き精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・新堂　寿子様～終日隔離中。開放観察に関する訴え聞かれるが、説明には納得されている。易怒性・粗暴性はない。引き続き精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞

・小笠原　澄子様～荷物をまとめ「家に帰るからここを開けてください。」と、帰宅要求

聞かれている。スタッフについてAユニットから出て行こうとすることあり介入要している。

・桑原　幸一郎様～体温37.2～37.0℃、酸素飽和度96～98%で経過。他バイタルサイン異常なし。ライントラブルなく経過している。

・聖前　偉三郎様～バイタルサイン異常なし。声掛けには、開眼するが活気のなさみられている。酸素4Lにて酸素飽和濃度96％で経過している。

・池野　功一様～9：30体温37.2℃で悪寒戦慄あり。12：00体温39.5℃のため、継続指示にてアンヒバ坐剤(200)1個挿肛。14:00体温37.0℃へ解熱している。酸素3Lにて酸素飽和度98～97%で経過している。

・小笠原　ウメ様～朝食は声掛けにて摂取。昼食は不食するが、内服は拒否なく服用している。帰宅要求なく、不穏さなし。
・上野　千奈津様～食事は1/2～2/3摂取している。嘔気の訴えなし。日中は自室にて

臥床して過ごすこと多い。妄想様の発言は無い。

・猪石　和宏様～余暇はホールにて過ごしているが、他者交流は見られない。不穏さなくスタッフ対応穏やか。

・日ヶ久保　直志様～朝食前血糖67mg/dlで低血糖フローに従いブドウ糖10g内服している。服用後7:15再検し血糖117mg/dl。田名部Drへ報告し朝食後に再検の指示あり。10:00血糖181mg/dl、昼食前血糖126mg/dl。不調の訴えなく、スタッフ対応穏やか。臥床して過ごされている。

・石橋　ヒデ子様～各食1/2摂取。昼食前血糖101mg/dl。不調の訴えは無く、自室にて臥床して過ごされている。不穏さなくスタッフ対応穏やか。

＜田名部Dr診察情報＞

・猪石　和宏様～臨時薬コントミン50mg→25mgへ減量、他同内容にて7日分処方となっている。採血結果よりCK高値となっているが、受傷の影響と考え、経過観察となる。また、CRP、WBC高値となっている為、レボフロキサシン500mg 1×夕で3日分処方となる。

・安達　貴浩様～臨時薬同内容にて7日分処方となっている。また、本人より感冒症状の訴えあり、PL 3.0g 3×毎食後で4日分処方となる。

・上野　千奈津様～臨時薬タスモリン2mg追加、オランザピンOD中止、他同内容にて4日分処方となる。また、本人より腹痛訴えあり、セルベックス(50)3T　3×毎食後で4日分処方となる。

・鈴木　文代様～メマリー5mg→10mgへ増量、他同内容にて7日分処方となる。

・三浦　久司様～エビリファイ24mg→12mgへ減量、オランザピンOD 10mg追加、他同内容にて7日分処方となる。また、カロナール(200)1T 1×昼で7日分処方となる。

・山﨑　清助様～リスペリドンOD中止、オランザピンOD 2.5mg追加、他同内容で7日分処方となる。

・佐藤　さた様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。多動で心電図施行できないため、トリクロリールシロップ10ml処方。シロップ服用し心電図検査施行の指示となり施行している。南山苑再入所の方向で検討していくとのこと。

・袴田　将志様～感覚麻痺のうったえある為ビタミン剤中止、オランザピンOD 15mg→20mgへ増量、コントミン25mg追加、他同内容にて7日分処方となる。

・小澤　和子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。

・犹守　祐太様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。

・高田　マキ様～ハロマンス(100)1A右肩に筋注の指示あり施行している。

・吉島　知寿子様～本人より腹痛の訴えあり、レバミピド(100)3T 3×毎食後、ファモチジン(20)1T 1×vdsで4日分処方となる。

